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          ST. ANTHONY SCHOOL  
                第9回マウイ御輿デザインコンテストで  優勝  
      3月3～4日のホノルルフェスティバルにて展示 

 

ホノルル ‒ ホノルルフェスティバル マウイ神輿コンテストで、St. Anthony Junior-Senior 

School(Wailuku, Maui)の御輿が優勝。 

御輿は、日本のある特定の県の装飾が施されたフロートで、祭典の期間中展示される。ホノル

ルフェスティバルでは過去9年間、その年のテーマに沿った御輿のデザインをマウイ島内の高

校に依頼して来た。今年のテーマは「つながれ ひろがれ 世界の絆」。 

St. Anthony Schoolの生徒20人は、第18回ホノルルフェスティバルで自分達の御輿を披露すべ

く、トキエ シドニー先生の指導のもと、みごとコンテストで優勝。スポンサーであるホノル

ルフェスティバル財団、ハワイアン航空、アウトリガーホテル&リゾートおよびカヒリゴルフ

コースの支援によって、オアフ島へ来ることになった。この御輿はハワイ コンベンションセ

ンターで3月3日、4日の両日展示され、3月4日にはカラカウア大通りで行われるグランドパレ

ードで生徒達によって担がれる。 

「St. Anthony Schoolは、今年のテーマを見事に実証した素晴らしい御輿をデザインしてくれ

ました。また、日本文化を永続させるためにご協力いただいたシドニー先生ならびに生徒の皆

さんを心より賞賛いたします。」- 辻野 啓一、ホノルルフェスティバル財団会長 

St. Anthony Schoolの生徒は、「世界は一つ」という世界的文化テーマを取り入れた彩り豊か

な御輿を作り上げた。パトリシア リカード校長は、「シドニー先生の指導のもと、生徒達は

マウイ御輿デザインコンテストに一心に取り組みました。また、我々のような小さな学校がホ

ノルルフェスティバルのパレードに参加できることを心より誇りに思います。」と述べた。 

 
第18回ホノルルフェスティバルは、3月2日～4日の3日間にわたり環太平洋ならびにアジアの人々の多様性を芸術、

文化を通して再現する文化的祭典である。この祭典は3月3日～4日の2日間、3箇所で一般公開され、グランドパレー

ドの締めくくりとしてワイキキで壮大な花火大会が催される。  
 
ホノルルフェスティバルは、文化の相互理解を促し、ハワイとアジア-環太平洋地域の人々のハーモニーを促進す

るため1995年に発足され、2000年に創立された非営利団体、ホノルルフェスティバル財団の慈善努力に支えられ、

地域支援を通じてアジアと環太平洋諸国の文化、習慣、伝統を継承している。 

詳細はウェブサイトwww.honolulufestival.comもしくはホットライン (808) 833-3378まで。  
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